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粒子を封入したパネルの制振特性
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橋桁を模擬したウェプ 1枚モデルで封入粒子を種々変えた振動試験を行って

パネルの制振特性を調べた。粒径がlOmm程度の石炭灰粒子を振動するパネ

ルと接触するように封入するとパネルの制振効果が大きく、放射音パワーも

著しく低減されることがわかった。また、この効果は従来よく用いられる拘

束型制振材と同程度以上であることが明らかとなった。
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1.まえがき

銅製鉄道橋では、電車が走行するときの騒音が

問題となる場合が多い。このとき発生する騒音の

うち、桁部が振動して搬すされる「構造物音」を

低減する方策として、著者らは粒子のダンピング

効果 1)に着目して粒状物をパネルに接触させる方

法を検討した。

本研究では粒子をパネルに接触させた場合の制

振特性を調べるため、振動試験を行った。

まず、橋桁を模擬したウェプ 1枚の局部モデル

を製作し、ウェブの片面に種々の粒子を接触する

ように封入した場合の振動試験を行った。そして、

得られた振動から放射音パワーを解析的に算出し、

粒子の封入方法や大きさ、密度などがウェプの振

動や放射音パワーに及ぼす影響を調べた。また、

これらの粒子封入法と従来からよく用いられる制

振材やモルタルを貼りつけた場合との制振性能を

比較した。

2.供試体

供試体のイメージと主要す法を図 1に示す。橋

梁の縦桁や横桁を模擬した部分模型で、フランジ

とリプで固まれたウェプ(板厚は 9mmの鋼板)

が制振の対象部である。ウェプの片面にはリプを

利用してウェプと平行に粒子封入板を取り付け、

ウェプとで固まれた空間には任意厚さの粒子が封

入できるようにした。
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封入する粒子の大きさ、比重などがウェプの制

振効果に及ぼす影響を調べるため、石炭灰を固め

た粒径が1O~15mm の石炭灰粒子(粗粒)、 5~

8mmの石炭灰粒子(細粒)のほか、それよりも

比重の小さいプラスチック球、大きいアルミナ球

など、表lに示す粒子を準備した。

Fig.l A test model wi出 particles

T able 1 Kind of particle 
Diameter 

Density 
Thickness 

(mm) (mm) 

Coal ash particle 10-15 1.3 15-60 

Coal ash particle 5-8 1.3 8-30 

Plastic ball 10 0.3 20 

Alumina ball 10 3.6 20 
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